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第３７回自衛消防操法大会の開催について  

 

 小暑の候、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。  

 つきましては、本年度事業計画に基づき自衛消防操法大会を下記のとおり開催

いたしますので、ご参加をお願い申し上げます。  

 なお、本大会への参加申込みについては、９月１日（月）までに最寄りの消防

署へ別添「第３７回自衛消防操法大会参加申込書」を提出下さるようお願いいた

します。  

記  

 

１  日 時   令和７年１０月８日（水）１３時３０分～  【雨天順延】  

※受付時間  １２時４５分～１３時２５分  

２  場 所   坂井市三国町中央一丁目「坂井市みくに市民センター駐車場」  

３  競技種目   （１）消 火 器 競 技  男性の部、女性の部  

（２）屋内消火栓競技 男性の部、女性の部  

（３）屋外消火栓競技  

（４）小型ポンプ競技  

４  出  場  数    原則、各事業所とも各種目１チーム（男女別可）とします。  

         （例）消火器競技  男性１チーム、女性１チーム・・・〇  

                  男性２チーム・・・・・・・・・・× 

５  そ の 他   （１）各競技の概要、要綱及び要領については、添付の資料

「第３７回自衛消防操法大会」をご確認願います。  

         （２）募集期間は、８月４日（月）から９月１日（月）まで  

           です。大会運営の都合上、先着順の受付けとなり、募集  

数になり次第、締め切りとさせていただきます。  

 



６  競技要領指導（練習）  

（日  時）９月１６日（火）～9 月２５日（木）13：00～16：30 

(場  所) 各消防署駐車場  ※参加申込をした消防署にて実施  

７  大会選手駐車場（必ず指定された駐車場に駐車するようお願いします。）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８  お問合せ先等  

   ご不明な点等ございましたら、下記の消防署までお問い合わせください。  

・嶺 北 消 防 署  TEL 51-0911   FAX 51-2689 

・嶺北あわら消防署   TEL 73-0119   FAX 73-5195 

・嶺 北 丸 岡 消 防 署  TEL 66-0119   FAX 67-0757 

・嶺 北 三 国 消 防 署  TEL 82-6119   FAX 82-5499 

 

※今大会の閉会式は、実施いたしません。  

出場する競技が終了後随時お帰り頂いても結構です。成績については、屋内消  

火栓競技の終了後に、消火器競技と屋内消火栓競技の成績を会場内の掲示板に  

掲出、小型ポンプ競技終了後に全競技の成績発表を行います。また、嶺北消防  

組合ホームページでも即日掲載いたします。  

表彰式は、令和７年１１月１９日（水）にハートピア春江で開催の嶺北防火協  

会講習会で上位入賞された方に行います。その他入賞された方への賞状、副賞  

については、後日事務局よりお届けします。  

選手  

駐車場  

みくに  

市民センター  

坂井市立  

三国病院  

大会会場  

嶺北三国  

消  防  署  

選手駐車場  

三国体育館  

選手  

駐車場  



第３７回自衛消防操法大会参加申込書 

令和  年   月   日  

嶺 北 防 火 協 会 長 

嶺北消防本部消防長  殿  

事業所名              

電話番号              

担当者名              

自衛消防操法大会に下記のとおり申し込みます。  

記  

１ .参加申込書  

競 技 種 目 

(○で囲んで下さい) 

消 火 器 競 技  性
別 

男・女  

屋 内 消 火 栓 競 技  男・女  

事業所所在 地   

よ み が な   

チ ー ム 名 チーム  

選 手 名  

 

※選手名記載横の

括弧内に必ず、よみ

がなを併せて記載

してください  

 

（消火器競技）         （選手名よみがな記載） 

                                        

（           ） 

 

（屋内消火栓競技）      （選手名よみがな記載） 

 

１番員             （           ） 

２番員             （           ） 

（１）必ず性別欄に○を記入して下さい。  

（２）募集期間は８月４日（月）から９月１日（月）までです。大会運営の  

都合上、先着順の受付けとなり、募集数になり次第、締め切りとさせて  

いただきます。最寄りの消防署へ連絡し、提出して下さい。  

（３）チーム名は、競技中のアナウンス及び入賞の際の賞状に反映されます。

２ .訓練計画書  

下記のとおり練習を希望します。  

※競技要領指導期間  

【９月１６日（火）～９月２５日（木）13：00～16：30】  

月  日  時   間  備   考  

   

 



第３７回自衛消防操法大会参加申込書  

令和  年   月   日  

嶺 北 防 火 協 会 長 

嶺北消防本部消防長  殿  

事業所名              

電話番号                

担当者名              

自衛消防操法大会に下記のとおり申し込みます。  

記  

1.参加申込書  

競 技 種 目 

(○で囲んで下さい) 

屋 外 消 火 栓 競 技  

小 型 ポ ン プ 競 技  

事業所所在地  

よ み が な   

チ ー ム 名 チーム  

選 手 名 

 

※選手名記載横の

括弧内に必ず、よみ

がなを併せて記載

してください  

 

（屋外消火栓競技）     （選手名よみがな記載）  

 

１番員          （           ）  

２番員          （           ）  

３番員          （           ）  

（小型ポンプ競技）     （選手名よみがな記載）  

 

指揮者          （          ）  

１番員          （          ）  

２番員          （          ）  

３番員          （          ）  

（１）募集期間は８月４日（月）から９月１日（月）までです。大会運営の  

都合上、先着順の受付けとなり、募集数になり次第、締め切りとさせて  

いただきます。最寄りの消防署へ連絡し、提出して下さい。  

（２）チーム名は、競技中のアナウンス及び入賞の際の賞状に反映されます。  

２ .訓練計画書  

下記のとおり練習を希望します。  

※競技要領指導期間  

【９月１６日（火）～９月２５日（木）13：00～16：30】  

月   日  時   間  備   考  

   



 

第３７回 
 

自自衛衛消消防防操操法法大大会会  
 

 

     

と  き  令和７年１０月８日(水) １３時３０分から  

           (小雨決行) 

    [雨天の場合は９日（木）] 

 

ところ  坂井市三国町中央一丁目  

「坂井市みくに市民センター駐車場」  

 

 

 

主  催   嶺  北  防  火  協  会  

共  催   嶺  北  消  防  本  部  

       



 

大 会 日 程 
 

 

［ 開 会 式 ］        ［成 績 発 表］ 

 

集    合              成績発表 

開会の言葉             解  散 

大会長挨拶             

組合管理者挨拶           

来賓祝辞              

選手宣誓              

競技上の注意 

 

 

 

 

＜ 目 次 ＞ 

種目別競技概要――――――――――――――――  １ 

消火器競技実施要綱――――――――――――――  ２ 

消火器競技実施要領――――――――――――――  ４ 

屋内消火栓競技実施要綱――――――――――――  ８ 

屋内消火栓競技実施要領―――――――――――― １０ 

屋外消火栓競技実施要綱―――――――――――― １５ 

     屋外消火栓競技実施要領―――――――――――― １７ 

小型ポンプ競技実施要綱―――――――――――― ２２ 

小型ポンプ競技実施要領―――――――――――― ２４ 
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種 目 別 競 技 概 要 

 

 

１  消火器競技（男性・女性）  

 競技者は１名とし、水消火器１本を使用し２か所の標的に放水する。  

 

 

２  屋内消火栓競技（男性・女性）  

 競技者は２名とし、屋内消火栓ボックスよりホースを延長し標的に  

向け放水する。  

 

 

３  屋外消火栓競技  

競技者は３名とし、屋外消火栓から手びろめにより二重巻きホース  

３本を延長し標的に向け放水する。  

  

 

４  小型ポンプ競技  

競技者は指揮者以下４名とし、小型ポンプより手びろめにより二重  

巻きホース３本を延長し標的に向け放水する。
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消火器競技実施要綱  

 

 

１  目   的  

   消火器の機能熟知と操作技術の向上を図ることにより、火災発生時

における適確な初期消火活動に資することを目的とする。  

 

２  競技概要  

   競技者１名が、水消火器を使って２か所の火点（標的）への放水行

動等を一連の競技要領とし、その時間、操作技術を競うもので別紙実

施要領によるものとする。  

 

３  競技及び審査等  

   競技順位は、事前に事務局で決定し実施するほか、操作時間等を基

にした別紙の審査及び採点要領により審査を行うものとする。  

 

４  審 査 員 

   審 査 長  防火協会役員  １名  

   計 時  防火協会役員  １名  

審 査  消防職員    １名  

   審査・計時   消防職員    １名  

 

 

５  表 彰 

   男性及び女性ごとに操作得点とタイム得点を合計してその値の大な

るものより順位を決定し、次のとおり賞状等を授与する。  

   優 勝  賞状、副賞  

   二 位  賞状、副賞  

   三 位  賞状、副賞  

   入 賞  賞状、副賞  
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６  競技資器材等  

 （１）  出場事業所で準備するもの  

    イ  手袋  

      ※軍手以外でも可能であるが怪我防止を目的としているため、  

指出しのものや極端に薄いものは不可とする。また、事務  

局にて準備したものを使用する場合は軍手となる。  

 （２）  出場選手の服装  

    イ  競技に適した軽装とする。  

        ロ  安全管理上、手袋、保安帽及び保護具（肘・膝パッド）は必

着とする。 (保安帽及び保護具は、事務局にて準備。ただし、

事業所にて持込みも可とする。 ) 

 （３）  その他  

   イ  水消火器（事務局にて準備）  
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消火器競技実施要領  

 

１  競技開始  

 （１）  競技施設等の位置図は別紙１のとおりとする。  

 （２）  競技者は手袋、保安帽及び保護具を装着した状態で、あらか

じめ指定するスタートラインで審査長に対し「○○チーム準備

完了しました」と報告する。（報告の前後には、競技者は審査

長に対して挙手注目の敬礼）  

 （３）  スターターは、競技者の報告後、号砲用ピストルを構え「よ

ーい」の予令を呼唱して号砲を発する。  

 （４）  実施要領  

    イ  競技者は、号砲が鳴ったら「よし」と呼唱し、準備された

水消火器１本を持って、先に第１火点（標的）を倒し、更に

第２火点（標的）を倒す。  

    ロ  第２火点（標的）を倒した後、使用した水消火器を持って

ゴールラインへ戻り、スタートライン（ゴールラインと同

じ）で審査長に対し「○○チーム操作完了しました」と報告

する。  

 

２  協定事項  

 （１）  水消火器（１０型）１本を使用するものとする。  

 （２）  この要領に定めた操作区分に従って操作行動を行ったが、第  

１火点（標的）及び第２火点（標的）を完全に倒さなかった場  

合は減点とする。  

 （３）  故意にこの要領に定めた操作区分に従って操作行動を行わな  

かった場合は失格とする。  

（４）  隣接競技者に対して、故意に阻害した場合は失格とする。  

（５）  当日の天候、地象等の影響についてハンディは設けないこと

とする。  
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別紙１ 
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屋内消火栓競技実施要綱 

 

１ 目  的 

    屋内消火栓が設置されている事業所において、関係者がその設備機能熟知と

操作技術の向上を図ることにより、火災発生時における適確な初期消火活動に

資することを目的とする。 

 

２ 競技概要 

    １チーム２名の連携操作により、屋内消火栓を使用して火点（標的）への放

水行動等を一連の競技要領とし、その時間、操作技術を競うもので別紙実施要

領によるものとする。 

 

３ 競技及び審査等 

    競技順位は、事前に事務局で決定し実施するほか、操作時間等を基にした別

紙の審査及び採点要領により審査を行うものとする。 

 

４ 審 査 員 

   審 査 長  防火協会役員 １名 

   計 時  防火協会役員 １名 

審   査  消防職員   １名 

   審査・計時  消防職員   １名 

 

５ 表 彰 

    男性及び女性ごとに操作得点とタイム得点を合計してその値の大なるものよ

り順位を決定し、次のとおり賞状等を授与する。 

   優 勝  賞状、副賞 

   二 位  賞状、副賞 

   三 位  賞状、副賞 

   入 賞  賞状、副賞 
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６ 競技資器材等 

 （１） 出場事業所で準備するもの 

    イ 手袋 

      ※軍手以外でも可能であるが怪我防止を目的としているため、 

指出しのものや極端に薄いものは不可とする。また、事務 

局にて準備したものを使用する場合は軍手となる。 

 （２） 出場選手の服装 

    イ 競技に適した軽装とする。 

        ロ 安全管理上、手袋、保安帽及び保護具（肘・膝パッド）は必着とする。

(保安帽及び保護具は、事務局にて準備。ただし、事業所にて持込みも

可とする。) 

 （３） その他 

    以下のものは事務局にて準備 

    イ 筒先 

ロ ホース２本 
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屋内消火栓競技実施要領 

 

１ 競技者 

   競技者は１番員、２番員とし、１番員は指揮者を兼ねる。 

 

２ 器具点検 

   係員の指示により、競技者はあらかじめ準備された操作上必要な器具等の点

検を行うものとする。 

 

３ 競技開始 

 （１） 競技施設等の位置図は別紙２のとおりとする。 

（２） 競技者は競技開始前に使用器具の点検後、手袋、保安帽及び保護具を装

着した状態で、あらかじめ指定するスタートラインに１番員、２番員の順

に整列し、１番員は審査長に対し「○○チーム準備完了しました」と報告

する。（報告の前後には、１番員は審査長に対して挙手注目の敬礼） 

（３） スターターは、１番員の報告後、号砲用ピストルを構え「よーい」の予

令を呼唱して号砲を発する。 

 

４ 実施要領 

  「１番員」 

    １番員は、号砲が鳴ったら「操作始め」と呼唱した後スタートし、消火栓

ボックスから筒先と第２ホース及び第１ホースの一部を取り出し脇にかかえ

２番員の「よし」の呼唱で火点（標的）に向かってホースを延長し、放水線

前に至り２番員に対して右手を真上に上げて「放水始め」と呼唱し、放水姿

勢をとる。 

 

  「２番員」 

    ２番員は、１番員の「操作始め」でスタートし、消火栓ボックスに至り、

１番員のホース取り出しを待って（１番員の操作に協力してもよい）ホース

内側に入り、ホースの引っ張り防止のため余裕ホースを腰に取り、「よし」

と呼唱する。次いで、１番員の「放水始め」の合図でホースから手を放して

右手を真上に上げて「放水始め」と呼唱し、消火栓ボックスの起動ボタンを

押して送水バルブを全開にした後、ホースを点検しながら火点（標的）に向

かって前進し、１番員の約１歩後方でホースを持ち「よし」と呼唱して、放
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水操作の補助を行う。 

 

５ 放水止め 

   標的の「火」が倒れ、赤旗の合図により放水を止め、かけ足にてスタートラ

インまで戻り、整列後、１番員は「○○チーム操作完了しました」と報告する。 

 

６ 協定事項 

（１） ホースは、折りたたんで収納した状態で競技を実施する。 

（２） 放水線上に足をのせた場合は、放水線外で放水したものとして減点する。 

（３） ２番員が放水補助以前に標的が倒れた場合は、２番員が放水補助体制完 

了まで計測し所要時間とする。 

（４） 故意にこの要領に定めた操作区分に従って操作行動を行わなかった場合

は失格とする。 

（５） 隣接競技者に対して、故意的に阻害した場合は失格とする。 

（６） 当日の天候、地象等の影響についてハンディは設けないこととする。 
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別紙２          屋 内 消 火 栓 競 技  
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屋外消火栓競技実施要綱 

 

 

１ 目  的 

屋外消火栓が設置されている事業所において、関係者がその設備機能熟知と

操作技術の向上を図ることにより、火災発生時における適確な初期消火活動に

資することを目的とする。 

 

 

２ 競技概要 

１チーム３名での連携操作により、屋外消火栓を使用して火点（標的）への

放水行動等を一連の競技要領とし、その時間、操作技術を競うもので別紙実施

要領によるものとする。 

 

 

３ 競技及び審査等 

競技順位は、事前に事務局で決定し実施するほか、操作時間等を基にした別

紙の審査及び採点要領により審査を行うものとする。 

 

 

４ 審 査 員 

   審 査 長  防火協会役員 １名 

   計 時  防火協会役員 １名 

審   査  消防職員   １名 

   審査・計時  消防職員   １名 

 

 

５ 表 彰 

操作得点とタイム得点を合計して、その値の大なるものより順位を決定し、

次のとおり賞状等を授与する。 

   優 勝  賞状、副賞 

   二 位  賞状、副賞 

   三 位  賞状、副賞 

   入 賞  賞状、副賞 
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６ 競技資器材等 

 （１） 出場事業所で準備するもの 

    イ ホース     ３本 

（口径６５㎜長さ２０ｍ以上、布製で通水可のもの） 

    ロ 手袋 

      ※軍手以外でも可能であるが怪我防止を目的としているため、 

指出しのものや極端に薄いものは不可とする。また、事務 

局にて準備したものを使用する場合は軍手となる。 

 （２） 出場選手の服装 

    イ 競技に適した軽装とする。 

        ロ 安全管理上、手袋、保安帽及び保護具（肘・膝パッド）は必着とする。

(保安帽及び保護具は、事務局にて準備。ただし、事業所にて持込みも

可とする。) 

 （３） その他 

    イ 筒先（防火協会事務局にて準備） 
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屋外消火栓競技実施要領 

 

１ 競技者 

   競技者は１番員、２番員、３番員とし、１番員は指揮者を兼ねる。 

 

２ 競技開始 

（１） 競技施設等の位置図は別紙３のとおりとする。 

（２） 競技に使用するホース３本、筒先１本をあらかじめホース収納箱に収納

し、競技開始前に使用器具等の点検後、手袋、保安帽及び保護具を装着し

た状態でスタートラインに１番員、２番員、３番員の順で横に整列する。 

準備完了後、１番員が審査長に対して「○○チーム準備完了しました」

と報告する。（報告の前後には、１番員は審査長に対して挙手注目の敬

礼） 

（３） スターターは、１番員の報告後、号砲用ピストルを構え「よーい」の予

令を呼唱して号砲を発する。 

 

３ 実施要領 

  「１番員」 

    １番員は、号砲が鳴ったら「操作始め」と呼唱し、ホース収納箱まで至り、

収納箱内の筒先を背中に背負い及びホース１本を肩にかつぎ、第３結合実施

場所に至り、火点（標的）に向けホースをころがしてひろげ、第３ホースお

す金具をその場に置き、足先でホースのおす金具近くをおさえて、第３ホー

スと筒先を結合し確認し、「よし」と呼唱して、火点（標的）に向かって基

本放水姿勢をとる。 

    ２番員が第２ホースと第３ホースの結合を確認「よし」と呼唱し、第３結

合部より火点（標的）側で停止し、姿勢を正した後２番員に「放水始め」と

号令し、火点（標的）に向かって前進し、放水線前にて放水姿勢をとる。 

 

  「２番員」 

    ２番員は、１番員の「操作始め」で、ホース格納箱まで至り格納箱内のホ

ース１本を肩にかつぎ、第２結合実施場所に至りホースを前方へころがして

ひろげ、続いてホースのおす金具を持って延長し、第３結合実施場所に至り、

足先でホースおす金具近くをおさえ、第３ホースめす金具を両手で持って第

２ホースと第３ホースを結合し、確認し「よし」と呼唱し、第３結合部より
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火点（標的）側で停止し、姿勢を正す。つづいて１番員の「放水始め」を復

唱し、回れ右をして消火栓方向に進み、伝達線（消火栓側に両足が入る。）

で３番員に相対して停止し、右手を真上にあげて「放水始め」と３番員に伝

達し、３番員が復唱し右手をおろした後、回れ右をして発進し、１番員の反

対側に至り、「伝達終り」と合図し、１番員の放水補助をする。 

 

  「３番員」 

    ３番員は、１番員の「操作始め」で、ホース格納箱まで至り格納箱内のホ

ース１本を肩にかつぎ、消火栓付近の延長に便利な位置でころがしてひろげ、

めす金具を両手で持って消火栓に結合し確認し「よし」と呼唱し、ホースの

おす金具を持って延長し、第２結合実施場所に至り、第１ホースおす金具近

くを足先でおさえ、第２ホースめす金具を両手で持って第１ホースと第２ホ

ースを結合し確認し「よし」と呼唱した後、消火栓横（左右どちらでもよ

い）に至り２番員の「放水始め」の伝達に右手を真上にあげて「放水始め」

と復唱し、手をおろし消火栓バルブを全開に開き、放水後、火点（標的）に

向かって姿勢を正す。 

 

４ 放水止め 

   標的の「火」が倒れ、赤旗の合図により３番員が放水を止め、かけ足にてス

タートラインまで戻り、整列後、１番員は「○○チーム操作完了しました」と

報告する。 

 

５ 協定事項 

（１） ホースの結合実施場所までホースを搬送しなかった場合は減点とする。 

（２） 放水線上に足をのせた場合は、放水線外で放水したものとして減点する。 

（３） ２番員が放水補助以前に標的が倒れた場合は、２番員が放水補助体制完

了まで計測し所要時間とする。 

（４） 故意にこの要領に定めた操作区分に従って操作行動を行わなかった場合

は失格とする。 

（５） 当日の天候、地象等の影響についてハンディは設けないこととする。 
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別紙３          屋 外 消 火 栓 競 技 

 

 

 

２コース 

１コース 

１コース 
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小型ポンプ競技実施要綱 

 

１ 目  的 

    小型ポンプが設置されている事業所において、関係者がその設備機能熟知と

操作技術の向上を図ることにより、火災発生時における適確な初期消火活動に

資することを目的とする。 

 

２ 競技概要 

１チーム４名の連携操作により、小型ポンプを使用して火点（標的）への放

水行動等を一連の競技要領とし、その時間、操作技術を競うもので別紙実施要

領によるものとする。 

 

３ 競技及び審査等 

競技順位は、事前に事務局で決定し実施するほか、操作時間等を基にした別

紙の審査及び採点要領により審査を行うものとする。 

 

４ 審 査 員 

   審 査 長  防火協会役員 １名 

   計 時  防火協会役員 １名 

審   査  消防職員   ２名 

   審査・計時  消防職員   １名 

 

５ 表 彰 

操作得点とタイム得点を合計して、その値の大なるものより順位を決定し、

次のとおり賞状等を授与する。 

   優 勝  賞状、副賞 

   二 位  賞状、副賞 

   三 位  賞状、副賞 

   入 賞  賞状、副賞 
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６ 競技資器材等 

 （１） 出場事業所で準備するもの 

    イ 小型ポンプ  Ｂ－３級以上 

    ロ 吸管     １本（長さ３ｍ以上）控綱付き 

    ハ ホース    ３本（口径６５㎜、長さ２０ｍ以上） 

    二 筒先     １本（口径２３㎜） 

    ホ とび口    １本 

    へ 手袋 

      ※軍手以外でも可能であるが怪我防止を目的としているため、 

指出しのものや極端に薄いものは不可とする。また、事務 

局にて準備したものを使用する場合は軍手となる。 

 （２） 出場選手の服装 

    イ 競技に適した軽装とする。 

        ロ 安全管理上、手袋、保安帽及び保護具（肘・膝パッド）は必着とする。

(保安帽及び保護具は、事務局にて準備。ただし、事業所にて持込みも

可とする。) 
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小型ポンプ競技実施要領 

 

１ 競技者 

   競技者は、指揮者、１番員、２番員、３番員とする。 

 

２ 競技の開始 

（１） 競技施設等の位置図は別紙４、５のとおりとする。 

（２） 競技に使用する資器材（小型ポンプ、吸管、ホース、筒先、とび口）を

あらかじめ指定された位置に配置し、各競技者は手袋、保安帽及び保護具

を装着した状態で、競技開始前に使用器具等の点検後、競技開始位置で基

本の姿勢で待機する。 

    点検後、指揮者は、回れ右を行い審査長に対して「○○チームただいま

から操作を開始します」と報告し、回れ右を行って番員に対する。（報告

の前後には、指揮者は審査長に対して挙手注目の敬礼） 

（３） スターターは指揮者の報告後、号砲用のピストルを構え「よーい」の予

令を呼唱して号砲を発する。 

 

３ 実施要領 

  『指揮者』 

     指揮者は、号砲が鳴ったら「操作始め」と呼唱し、筒先を背負い第３ホ

ースを肩にかつぎ火点に向かって第１ホース及び第２ホースの延長距離を

考慮して前進し、第３結合実施場所に至り、火点（標的）に向けてホース

をころがしてひろげ、第３ホースおす金具をその場に置き、足先でホース

のおす金具近くをおさえて第３ホースと筒先を結合し、確認し「よし」と

呼唱して火点（標的）に向かって基本放水姿勢をとる。 

     １番員が第２ホースと第３ホースを結合し、確認し「よし」と呼唱し、

第３結合部より火点側で停止し姿勢を正した後、１番員に「放水始め」と

呼唱し、火点（標的）に向かって前進し放水線前にて放水体制をとる。 

 

  『１番員』 

     １番員は、指揮者の「操作始め」で第１ホースを持って延長に便利な位

置でホースを前方へころがしてひろげ、めす金具を両手で持って放口に結

合し、確認し「よし」と呼唱した後、第２ホースを肩にかつぎ第１ホース

のおす金具を持って火点（標的）に向かって前進し、第２結合実施場所に
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至り、第１ホースおす金具をその場に置き、第２ホースを地面に立て前方

へころがしてひろげ第２ホースおす金具をその場に置き、足先で第１ホー

スのおす金具近くをおさえ、第２ホースめす金具を両手で持って第１ホー

スと第２ホースを結合し、確認し「よし」と呼唱して、続いて第２ホース

のおす金具を持って延長し、第３結合実施場所に至り、足先で第２ホース

おす金具近くをおさえ、第３ホースのめす金具を両手で持って第２ホース

と第３ホースを結合し、確認し「よし」と呼唱し、第３結合部より火点

（標的）側で停止し、姿勢を正す。 

     続いて指揮者の「放水始め」を復唱し、回れ右をしてポンプ方向に進み、

ポンプ前の伝達線（消火栓側に両足が入る）で３番員に相対して停止し、

右手を真上にあげて「放水始め」と３番員に伝達し、３番員が復唱し手を

下ろした後、回れ右をして発進し、指揮者の反対側に至り、「伝達終わ

り」と呼唱し、指揮者の放水補助をする。 

 

  『２番員』 

     ２番員は、指揮者の「操作始め」で３番員と協力して、ストレーナー部

付近を両手で腹部まで持ち上げポンプ後方に搬送し、吸管をその場に置き、

次いで３番員の２歩後方に至り、吸管をまたいで両手で吸管を支え、３番

員の吸管結合の補助を行い、３番員の「よし」の合図でストレーナー部の

左側に至り、吸管控綱を解いて、ストレーナー部付近を両手で持ち上げ３

番員と協力して吸管を水利に投入した後、吸管控綱をポンプの一部に結着

した後、片手でとび口を持ち、腰にあて火点（標的）に至り、指揮者の左

側の位置（左おおむね２メートルの位置）でとび口を構える。 

 

  『３番員』 

     ３番員は、指揮者の「操作始め」で吸管左側に至り、２番員と協力して

結合金具近くを両手で腹部まで持ち上げ、結合金具が吸口に結合しやすい

位置に来るように搬送して、その場に置く。 

     続いて、吸口に面して吸管を両足で支え、２番員の補助で吸口に結合し、

「よし」と呼唱した後、吸管中央部左側に至り、吸管を両手で腹部まで持

ち上げ、２番員と協力して吸管を水利に投入した後ポンプ（放口側）に至

り、送水準備を整え、１番員の「放水始め」の伝達に右手を真上にあげて

「放水始め」と復唱し、手をおろし放口コックを開き、操作を行った後、

火点（標的）に向かって姿勢を正す。 
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４ 放水止め 

標的の「火」が倒れ、赤旗の合図により３番員が放水を止め、かけ足にて集

合線に戻り、整列後、指揮者は「○○チーム操作終わりました」と審査長に対

して報告する。（報告の前後には、指揮者は審査長に対して挙手注目の敬礼） 

 

５ 協定事項 

（１） ホースの結合実施場所までホースを搬送しなかった場合は、指定通路を

通らなかったものとして減点とする。 

（２） 放水線上に足をのせた場合は、放水線外で放水したものとして減点する。 

（３） １番員が放水補助以前に標的が倒れた場合は、１番員が放水補助体制完

了まで計測し所要時間とする。 

（４） 故意にこの要領に定めた操作区分に従って操作活動を行わなかった場合

は失格とする。 

（５） 放水圧力が０．３ＭＰａを超えた場合は失格とする。また、計器の振れ

については、振れの中心で圧力確認をする。 

（６） 当日の天候、地象等の影響についてハンディは設けないこととする。 
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別紙４         小 型 ポ ン プ 競 技 

 

 

 

 

 
                  

                

 
            とび口  

         吸管                          

     

         

      
 

集合線  

 

 

 

※  ポンプの放口位置によっては、左右を逆とする。  

 

※  ポンプ位置より、一番外側のホースを指揮者のホース  

（第３ホース）とする。  

 

※   ホースは２重巻とし、金具を右側（下向き）に寝かせて置く。  
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別紙５  
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